
富士川水系河川整備計画
（河川環境関連資料）
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◼ 環境要因に関する現況評価については、河川環境管理シートが対象とする12項目の環境要素（生息場及び比率）のうち、特に富士川
の特徴的な環境要素である海浜性砂丘環境や礫河原環境を指標する自然裸地等、良好な水域環境を指標する瀬淵やワンド・たまりと
草地環境を指標するオギ群落等に着目した。

◼ マイナスの指標は、ハリエンジュ群落やオオキンケイギクの分布拡大が河川環境上の課題となっていることから、外来植物生育地に
特に着目した。

【図出典】河川環境管理シートを用いた環境評価の手引き～河川環境の定量評価と改善に向けて～（令和5年7月）

現況評価にあたり特に着目した富士川の特徴的な環境要素

河川環境の評価 富士川水系

【陸域】面積
オギ群落
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人工構造物 公園 畑地等 水田 山付き樹林 特定外来植生 外来植生(樹林)

植林地(その他) 植林地(スギ・ヒノキ) 竹林・ササ他 先駆性、その他樹林 ヤナギ林 河畔林その他樹林

外来植生(草地) 外来植生(水生) つる植物群落 湿性植物(高茎) 乾性草地(高茎) 乾性草地(低茎)

湿性植物(ヨシ) 湿性植物(ツルヨシ) 湿性植物(低茎) 流水辺・水際帯 水生植物 砂礫河原植物帯

砂丘植物帯 自然裸地 開放水面

富士川の自然環境特性・課題 植生（富士川上流部（釜無川）） 富士川水系

○ 富士川上流部（釜無川）は、富士川管内の中でも特に急勾配で、河道幅が広いものの流路幅は狭く瀬が連続し、明瞭な淵が少ない。また、自然裸
地や草本群落が大部分を占め高頻度で攪乱を受ける区間である。

○ 礫河原には、カワラヨモギ等が生育・繁殖し、草地には、ミヤマシジミの食草となるコマツナギ等が生育・繁殖している。水域では、連続する瀬や淵
が形成され、瀬を産卵場とするアユやウグイ等が生息・繁殖している。

○ アレチウリやオオキンケイギク等の特定外来生物が確認されており、在来種の生息・生息・繁殖環境への影響が懸念されている。

○ 富士川上流部（釜無川）ではオギ群落はやや減少傾向にあるが、礫河原、連続する瀬・淵は概ね維持されている。

植生面積の推移
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0

20

40

60

80

100

120

H18 H23 H28 R3

面
積

（h
a）

オギ群落 ヨシ群落

やや減少傾向

カワラヨモギ

富士川上流部 79ｋｍ付近

連続する瀬と淵

広大な礫河原
草地環境

富士川上流部（釜無川） K200付近（79k付近）

礫河原は
30%前後

コマツナギ
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富士川の自然環境特性・課題 植生（富士川中流部） 富士川水系

○ 富士川中流部のうち、富士川大橋から早川合流部にかけては山地の間を蛇行しながら流れ、瀬・淵が連続する区間であり、比較的川幅が狭く、一
時的に勾配が緩やかな区間では自然裸地や連続する瀬・淵が分布している。早川合流部から雁堤上流にかけては急峻な山地の間を蛇行しながら
流れ、網目状に自然裸地（砂礫地）が発達し瀬淵が連続する区間である。

○ 礫河原ではイカルチドリやコアジサシ、カワラハハコ等の河原植生が確認されている。オギ群落にはカヤネズミ、オオヨシキリが生息・繁殖している
。また、山間の崖地に営巣するカワセミや連続する瀬・淵を生息・繫殖の場とするカジカ等が生息している。

○ 富士川中流部では、礫河原、礫河原の植生域、瀬・淵が概ね維持されている。

○ 特定外来生物やハリエンジュといった外来種が確認されており、在来種の生息・生育・繁殖環境への影響が懸念されている。

カジカ

富士川中流部 24ｋｍ付近

連続する瀬と淵

河辺性の樹林・河畔林

礫河原
自然で複雑な水際

区分の状況

富士川中流部 H145付近（24ｋｍ付近）
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人工構造物 公園 畑地等 水田 山付き樹林 特定外来植生 外来植生(樹林)

植林地(その他) 植林地(スギ・ヒノキ) 竹林・ササ他 先駆性、その他樹林 ヤナギ林 河畔林その他樹林

外来植生(草地) 外来植生(水生) つる植物群落 湿性植物(高茎) 乾性草地(高茎) 乾性草地(低茎)

湿性植物(ヨシ) 湿性植物(ツルヨシ) 湿性植物(低茎) 流水辺・水際帯 水生植物 砂礫河原植物帯

砂丘植物帯 自然裸地 開放水面

植生面積の推移

区分を代表する種

カワラハハコ

礫河原は
３0%前後

カワセミ
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富士川の自然環境特性・課題 植生（富士川下流部）

○ 富士川下流部は、河口部で約2,000mに及ぶ広大な川幅を有し、低水路部は多列砂州を形成するとともに、砂礫地、海浜性砂丘、干潟や湿地等の
多様な環境が見られる。

○ 礫河原には繁殖地として利用するイカルチドリやコアジサシ等が、水域には回遊性のカマキリ（アユカケ）等が生息・繁殖している。また河口では、
ハマゴウ等が生育・繁殖している。

○ 特定外来生物やハリエンジュといった外来種が確認されており、在来種の生息・生育・繁殖環境への影響が懸念されている。

○ 富士川下流部では、海浜性砂丘環境、礫河原、瀬・淵が、概ね維持されているが、一部区間では、水面比高差が拡大し乾燥した立地となっており、
乾性草地の拡大など植生遷移の進行や外来種の侵入がみられる。

富士川水系

植生面積の推移

カマキリイカルチドリ

富士川下流部 1ｋｍ付近

連続する瀬と淵

自然で複雑な水際

礫河原

富士川下流部 H15付近（1ｋｍ付近）
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人工構造物 公園 畑地等 水田 山付き樹林 特定外来植生 外来植生(樹林)

植林地(その他) 植林地(スギ・ヒノキ) 竹林・ササ他 先駆性、その他樹林 ヤナギ林 河畔林その他樹林

外来植生(草地) 外来植生(水生) つる植物群落 湿性植物(高茎) 乾性草地(高茎) 乾性草地(低茎)

湿性植物(ヨシ) 湿性植物(ツルヨシ) 湿性植物(低茎) 流水辺・水際帯 水生植物 砂礫河原植物帯

砂丘植物帯 自然裸地 開放水面

区分を代表する種

区分の状況

礫河原は
20%前後

コアジサシ ハマゴウ
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富士川の自然環境特性・課題 植生（笛吹川上流部） 富士川水系

○ 笛吹川上流部は、河川規模は小さきながら、比較的蛇行が大きく瀬・淵が明瞭である。

○ 水際にはミゾコウジュ等が生育・繁殖し、アユ、ウグイ、カワヨシノボリが瀬や淵を産卵場及び生息場としているほか、支川合流部などの流れの緩や
かな箇所ではコイ・フナ類、ミナミメダカなどの魚類が生息・繁殖している。コアジサシ、シギ・チドリ類が礫河原を集団越冬地や繁殖地として利用し
ており、植物では水際から河原にかけてオギ、ツルヨシ、ヤナギ類等が繁茂しているほか、玉石護岸にはツメレンゲが見られる。

○ 笛吹川上流部では、礫河原、水際環境、ツルヨシ群落、瀬・淵は概ね維持されている。

○ 一部でオオキンケイギク等特定外来生物やハリエンジュといった外来種が確認されており、在来種の生息・生育・繁殖環境への影響が懸念されて
いる。

カワヨシノボリ

オオヨシキリ

ミゾコウジュ
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笛吹川川上流部 20ｋｍ付近

区分を代表する種

連続する瀬と淵

礫河原

自然で複雑な水際

笛吹川上流部 F185付近（32ｋｍ付近）
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人工構造物 公園 畑地等 水田 山付き樹林 特定外来植生 外来植生(樹林)

植林地(その他) 植林地(スギ・ヒノキ) 竹林・ササ他 先駆性、その他樹林 ヤナギ林 河畔林その他樹林

外来植生(草地) 外来植生(水生) つる植物群落 湿性植物(高茎) 乾性草地(高茎) 乾性草地(低茎)

湿性植物(ヨシ) 湿性植物(ツルヨシ) 湿性植物(低茎) 流水辺・水際帯 水生植物 砂礫河原植物帯

砂丘植物帯 自然裸地 開放水面

植生面積の推移

区分の状況

礫河原+水域は
30%前後
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富士川の自然環境特性・課題 植生（笛吹川下流部） 富士川水系

○ 笛吹川下流部は、笛吹川上流区間とほぼ同様の魚類が生息・繁殖しているほか、ワンド・たまりにはミナミメダカ等が生息・繫殖している。コアジサ
シ、ガン・カモ類等のほか、水際の樹林をアオサギやカワウが繁殖地として利用しており、水際部にはヨシ等の抽水植物が自生している。

○ 笛吹川下流部ではワンド・たまりは維持されており、ヨシ群落・オギ群落も変動はあるが概ね維持されている。一方で礫河原は減少傾向にある。

○ 一部でオオキンケイギク等特定外来生物や外来種が確認されており、在来種の生息・生育・繁殖環境への影響が懸念されている。

植生面積の推移

イカルチドリ

ミナミメダカ

ガン・カモ類
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ワンド・たまり

笛吹川川下流部 12ｋｍ付近

ワンド・たまり

礫河原

自然で複雑な水際

笛吹川下流部 F110付近（12ｋｍ付近）

区分を代表する種
0%

50%

100%

群
落
面
積
割
合

（
%

）

人工構造物 公園 畑地等 水田 山付き樹林 特定外来植生 外来植生(樹林)

植林地(その他) 植林地(スギ・ヒノキ) 竹林・ササ他 先駆性、その他樹林 ヤナギ林 河畔林その他樹林

外来植生(草地) 外来植生(水生) つる植物群落 湿性植物(高茎) 乾性草地(高茎) 乾性草地(低茎)

湿性植物(ヨシ) 湿性植物(ツルヨシ) 湿性植物(低茎) 流水辺・水際帯 水生植物 砂礫河原植物帯

砂丘植物帯 自然裸地 開放水面

区分の状況

礫河原+水域は
35%前後
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【参考】環境区分と植生群落の対応表 富士川水系

環境区分 主な群落

人工構造物 コンクリート構造物、構造物、人工草地、道路

公園・畑地等 ゴルフ場、シバ群落、公園・グラウンド、人工裸地、畑地

水田 水田

山付き樹林 アカマツ群落、アラカシ群落、ウラジロガシ群落、オオバヤシャブシ群落、キハギ群落、ケヤキ群落、コナラ群落、サツキ群落

特定外来植生 アレチウリ群落、オオキンケイギク群落、オオフサモ群落

外来植生 （樹林） イタチハギ群落、キダチコマツナギ群落、シンジュ群落、セイヨウハコヤナギ群落、ハリエンジュ群落

植林地（その他） アカマツ植林、クスノキ植林、果樹園

植林地 （スギ・ヒノキ） スギ･ヒノキ植林

竹林・ササ地 ネザサ群落、マダケ植林、メダケ群集、モウソウチク植林

先駆性、その他樹林 ヌルデ－アカメガシワ群落、ヤマグワ群落

ヤナギ林 カワヤナギ群落、コゴメヤナギ群集、タチヤナギ群集

河畔林・その他樹林 オニグルミ群落、ムクノキ－エノキ群集

外来植生 （草地）
オオイヌタデ－オオクサキビ群落、オオブタクサ群落、オオフタバムグラ群落、オランダガラシ群落、コセンダングサ群落、シ
ナダレスズメガヤ群落、セイタカアワダチソウ群落、セイバンモロコシ群落、タチスズメノヒエ群落、ヒメムカシヨモギ－オオ
アレチノギク群落

外来植生（水生） オオカナダモ群落

つる植物群落 カナムグラ群落、クズ群落、ノイバラ群落

湿性植物帯 （高茎） ウキヤガラ－マコモ群集、ヒメガマ群落

乾性草地（高茎） オギ群落、クコ群落、ススキ群落

乾性草地（低茎）
イワヒバ群落、オヒシバ－アキメヒシバ群集、カゼクサ－オオバコ群集、チガヤ群落、ノビル群落、メヒシバ－エノコログサ群
落、ヨモギ－メドハギ群落

湿性植物帯 （ヨシ） ヨシ群落

湿性植物帯 （ツルヨシ） ツルヨシ群集

湿性植物帯 （低茎） ジュズダマ群落、セリ－クサヨシ群集、タマガヤツリ群落、ミゾソバ群落、ヤナギタデ群落

流水辺・水際帯 ネコヤナギ群集

水生植物 ササバモ群落、セキショウモ群落、ホザキノフサモ群落、マツモ群落、ヤナギモ群落

砂礫河原植物帯 カワラヨモギ－カワラハハコ群落

砂丘植物帯 コウボウムギ群落、ハマゴウ群落、ハマエンドウ群落

砂浜・砂礫河原（自然裸地） 自然裸地

開放水面 開放水面
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礫河原植生
(面積ha)

瀬・淵
(面積ha)

ワンド・
たまり
(面積ha)

外来植物
(面積ha)
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20

40

60

H18 H28 R3

淵

瀬

河川環境の評価 生物の生息場の分布状況 【富士川】

○ 自然裸地は富士川下流部では広大な干潟や砂礫河原が良好、富士川中流部でも十島堰周辺や塩之沢堰堤から早川合流点の区間で連続的に分布している。早川合流
部よりも上流では河道幅が狭く下流と比較して顕著に少ない。富士川上流部（釜無川）では御勅使川合流点より下流で良好な状態が維持されている。 いずれの区間も
変動はあるが、H18以降は自然裸地の減少傾向はなく維持されている。

○ 礫河原植生は、富士川中流部を中心に維持されている。

○ 瀬・淵は下流から上流に連続的に分布するが、富士川中流部の十島堰から塩之沢堰堤の区間や富士川上流部（釜無川）は経年的に淵が少ない区間となっている。

○ ワンド・たまりは、小規模ながら支川合流部や富士川上流部（釜無川）を中心に維持されている。

富士川水系

距離標 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85

川幅
（河道幅・水面幅）

河川区分
大セグメント区分
周辺の地形・地質

河床勾配

（平均河床高）

河川区分

セグメント1

1/2,128 1/709 1/287 1/244 1/147 1/1121/300 1/379 1/263 1/265 1/233 1/207 1/347 1/463 1/280

扇状地 狭窄部 扇状地 狭窄部

富士川上流部（釜無川）

略図

富士川下流部
下流 中流 釜無川

セグメント2-1 セグメント1

富士川中流部
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自然裸地
(面積ha)

オギ群落
(面積ha)

瀬・淵
(面積ha)

ワンド・
たまり
(面積ha)

外来植物
(面積ha)

河川環境の評価 生物の生息場の分布状況 【笛吹川】

○ 自然裸地は笛吹川では上流部を中心に自然裸地が分布している。馬の鞍頭首工より上流ではやや減少傾向がみられる。

○ オギ群落は、笛吹川で特徴的に分布しているが、令和3年度はやや減少傾向がみられる。

○ 瀬・淵は笛吹川下流部ではも瀬淵は経年的に不明瞭だが、笛吹川上流部では小規模に点在する。

○ ワンド・たまりは、笛吹川では小規模ながら維持されている。

富士川水系
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略図

河床勾配

距離標

河川区分
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大セグメント区分
周辺の地形・地質

（平均河床高）
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（河道幅・水面幅）
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笛吹川上流

扇状地 狭窄部
セグメント1

笛吹川上流部笛吹川下流部
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1. 低・中茎草地 －－－ －○○ －○－ ○○－ ○○－ －△△ △△○ △○△ －○△ △○△ －－△ －△○ －△△ △△△ △△○ －△△ △○○ －△△ －△－ －○△ －－－

2. 河辺性の樹林･河畔林 △△△ －△○ －－－ △△○ △○△ －△○ －△○ △○○ －△－ ○○△ △－△ －△－ △△△ ○○○ ○○○ △△－ △○○ △○△ △△○ ○○○ △○○

3. 自然裸地 ○○○ ○○○ ○○○ △○○ △△○ ○○○ ○△△ ○△○ ○○○ ○○○ ○○○ △○○ △○○ △○○ △○△ △△△ △△△ △△△ △△△ △△△ △△△

4. 外来植物生育地 ××× △×× ××× △×△ ×△△ ××× △×× ××× ××× ××× ××× ××× ××× ××× △△△ ××× ××× ××× ××× ××× △△△

5. 水生植物帯 ○－－ －○○ －－－ －△－ －△－ ○△○ ○△○ －○－ △△－ －△－ －－－ △－－ △－△ ○○△ －△－ ○○○ ○○○ －○－ －－－ ○－○ －△○

6. 水際の自然度 ○○○ △○○ ○○○ △△△ △○○ ○○○ △△△ △△△ ○○○ △△△ ○○○ △△△ △△△ △△○ △△○ ○○○ ○○○ ○○○ △○△ △○○ －△△

7. 水際の複雑さ ○△△ ○○△ △○△ ○△○ △○○ △○○ ○○○ ○△○ ○△○ ○△○ △△△ ○○△ △△△ △△○ △△○ △△○ △○○ ○△○ △△○ ○○○ －△△

8. 連続する瀬と淵 △△△ △△△ △△－ －－－ －－－ △△－ △△－ △△－ －－△ △△△ △△△ ○○△ ○○△ ○○△ ○○△ ○○△ ○○○ △△△ △△△ △△△ △△－

9. ワンド･たまり －○－ －○○ －－○ △○○ －－△ △△○ －△○ －○○ △△○ △○○ △○○ －△－ －△－ －○○ △△－ △△△ △△○ －△△ －△△ －－○ －－－

10. 湛水域 －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －△－ －－－ －－－ －－－ －－－ －△－ －－－ －×△ －－－ －△－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－

11. 干潟 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

12. ヨシ原 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
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H28
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※生物場の多様性の評価値、生物と

の関わりの強さの評価値のグラフ

■：保全区間

■：代表区間

※生物の生息場を構成する12項目の

環境要素の表中の凡例について

○：基準年の中央値以上

△：基準年の中央値以下

×：基準年の中央値以上

（環境要素4と10のみ）

－：なし（数値が0）

■：改善傾向

■：悪化傾向

一本杉頭首工

上堰頭首工

高岩頭首工

四ヶ村堰

御勅使川

頭首工が連続し、
流路幅が規定されるため単調となる区間

河川環境の評価 河道環境の変化傾向 【富士川上流部（釜無川）】

◼ 富士川上流部（釜無川）は、富士川管内の中で
も特に急勾配で、河道幅が広いものの流路幅
は狭く瀬が連続し、明瞭な淵が少ない。また、
自然裸地や草本群落が大部分を占め高頻度で
攪乱を受ける区間である。特に、御勅使川流入
より下流の72km～79km で自然裸地が経年的
に安定して広範囲に分布している。御勅使川流
入部は、多様な生息場と視点場を有する79km
～80km が代表区間として選定されている。ま
た、78km～86km（信玄橋～武田橋間）は外来
種のハリエンジュの割合が大臣管理区間の中
で最も高い。また、 77km～78kmは、歴史文化
的に価値が高く釜無川を代表する治水施設の
信玄堤があるため保全区間に選定されている。

◼ 生息場の多様性の経年変化をみると、68km～
71km では「河辺性の樹林・河畔林」や「ワンド・
たまり」の増減に由来し、評価値が上下してい
る。また、78km～79km より上流側では「水際の
複雑さ」や「ワンド・たまり」といった多様な生息
場が形成され、経年的に評価値が改善する傾
向がみられる。

富士川水系

１）現況評価の実施方法

２）現況評価（富士川上流部（釜無川））

◼ 環境の現況評価は河川環境管理シートを活用し
、生息場の多様性の評価値を用いて河川環境区
分ごとに中央値を算出し、評価値が中央値以上
の区間を「○」、中央値以下を「△」または「×」、
分布しないものを「－」と定義した。

◼ 整理したデータは、富士川、笛吹川の河川環境
管理シート(当初R1年度に作成、R6年度に一部更
新)を用いた。河川環境管理シートでは、R1年度
はH18年度とH28年度の河川環境基図の比較、
R6年度はH18年度とR3年度の河川環境基図の
比較により経年変化の整理がなされている。

◼ これらを活用し、ここでは H18年度、H28年度、R3
年度の3時期の経年変化から富士川の環境特性
および経年変化傾向を整理した。

代表区間-79km～80km 代表区間-79km～80km
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1. 低・中茎草地 △－－ －－－ －－－ △－△ －△－ －－○ △－－ －－△ －－－ －○－ －－－ －－－ －－－ －－－ △－－ －－○ △△－ △△△

2. 河辺性の樹林･河畔林 －○○ △○△ ○△△ △△△ △○△ ○○△ △△○ △△△ △－△ △△○ △－－ ○△○ ○○○ △○△ △○○ ○－○ ○○○ ○○○

3. 自然裸地 ○△○ △○△ ○○△ △△○ △△△ △○△ △△○ ○○○ △△△ ○△△ ○○○ ○○○ △△△ △△△ △△△ ○△△ ○○○ ○○○

4. 外来植物生育地 △△× △×△ ×△△ △×△ △△△ ×△△ △×△ ××× △△△ ××× △×× △△△ △△△ △△△ △△× ××× ×△× △××

5. 水生植物帯 －－－ －－－ －－－ △－－ △－－ －－－ △－－ △△△ △－－ △－－ －－－ －－－ ○－－ △－－ －－△ －－△ △△○ ○○○

6. 水際の自然度 ○○○ △△△ ○○○ ○○○ △○△ △○○ △○○ △△○ △△△ ○○○ △○○ △△○ ○○○ ○○○ △○○ △○○ ○○△ ○○○

7. 水際の複雑さ ○△△ △△○ ○○○ ○△○ △○○ △○○ △○△ ○○△ △△△ △△△ △○△ △△○ △○○ △△△ △△○ ○△○ △○○ ○○○

8. 連続する瀬と淵 ○○○ △△○ ○○○ ○○○ △△○ △△○ ○○△ ○○○ △△○ △△○ ○○○ △△○ △△○ －－△ －－△ ○○－ －－○ ○○△

9. ワンド･たまり －－－ －－△ －－○ －－△ －△○ －○○ －－－ －－○ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －△△ －－△ －△－ －○△ －－△

10. 湛水域 －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－

11. 干潟 － － － － － － － － － － － － － － － － － －

12. ヨシ原 － － － － － － － － － － － － － － － － － －
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※生物場の多様性の評価値、生物と

の関わりの強さの評価値のグラフ

■：保全区間

■：代表区間

※生物の生息場を構成する12項目の

環境要素の表中の凡例について

○：基準年の中央値以上

△：基準年の中央値以下

×：基準年の中央値以上

（環境要素4と10のみ）

－：なし（数値が0）

■：改善傾向

■：悪化傾向
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洲がついて連続する瀬淵が見られる等
近年改善傾向にある区間

外来植物の侵入が
顕著な区間

河川環境の評価 河道環境の変化傾向 【富士川中流部 １/２】

◼ 富士川中流部のうち、富士川橋から早川合流部にかけては、山地の間を蛇行しながら流れ瀬淵が連続する区間である。早川合流部より下流の区間と比較して
川幅が狭く、一時的に勾配が緩くなり自然裸地（砂礫地）も規模が小さいものの、その中でも比較的まとまって自然裸地と連続する瀬淵が分布する49km～50km 
が代表区間として選定されている。また、62km～68km にかけては笛吹川と並走する区間で、自然裸地（砂礫地）が連続し瀬淵は不明瞭である。

◼ 生息場の多様性の経年変化をみると、51km～54km、58km～60km で洲の付き方により「水際の自然度」や「水際の複雑さ」、「瀬淵」といった多様な生息場が形
成され評価値が改善する傾向がみられた。また、釜無川と笛吹川と並走する区間においては、評価値の経年変化は小さいが外来植物の侵入が顕著である。

富士川水系

２）現況評価（富士川中流部 1/2）
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1. 低・中茎草地 －－○ －－－ △－－ △－－ －－－ △－－ －－△ △－－ －－△ －－－ －△－ △△－ －－－ △△－ △－△ －△－ △－－ －○○ ○△－ －○△ －○○ △△○ －○△ －○－ △○－ △－○ ○○○ ○○－ －○－ －－－ －－○ －△－ －△－ －－－ －－－ －○－ －－－ －－○ －△○ －－△

2. 河辺性の樹林･河畔林 －○△ △○○ －△○ －△△ －○△ △－－ △○○ △－△ －－－ △○－ －○○ －－○ －－－ △△△ ○－－ △－△ △△－ －△－ △○○ △△△ △△－ －－－ －△△ △△－ －－△ －△△ △○△ ○－－ ○△－ △－－ －－－ △△△ －－－ ○△－ －△○ －○○ －○△ △－○ △○△ △△－

3. 自然裸地 △△△ ○△○ △△△ △△△ △△△ △△△ △△○ △△△ △△△ △△△ ○△○ △△△ △△△ △△△ ○△○ △△△ △○○ △○○ ○○△ △○△ △○△ △○△ △○○ △△△ △○○ △○○ △○○ △○○ △△△ △△△ △○○ ○○○ △△△ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○

4. 外来植物生育地 ×△△ △×× △△× △－－ △－－ △－△ △－△ △△△ △△△ △－△ △△△ △△△ △△△ △△△ △△△ △△△ △△× △△△ △△△ △△△ △△× ××× △×△ －△△ △×△ △×× ××× △△△ △△△ △△△ △△△ △△△ △△△ △△△ △△△ △△× △×△ △×× ××× △××

5. 水生植物帯 －○△ －－－ △△△ －－－ －○－ △－－ －－－ △○△ △－－ －－－ －－－ －－－ －－△ －○○ －－－ －－－ △－△ －－－ －－－ －－△ ○－△ －○○ －－△ △△－ －－－ △－－ △○－ △－－ ○－－ －－－ －－－ ○－－ －－○ －－△ －－－ ○－－ －－－ －△○ ○－－ ○－－

6. 水際の自然度 △△○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○△ △△○ ○△△ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ △○△ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ △△○ ○○△ △○△ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ △△△ △△△ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○

7. 水際の複雑さ △△△ ○△△ △○△ △○△ △△○ ○○△ ○○○ ○○△ △○△ △△△ △○△ ○△△ △△○ △△○ ○△○ △△○ ○○△ ○△○ ○○○ ○○△ △○△ △△○ △△○ ○○○ ○△○ ○△△ ○○△ △○△ △○△ △○△ △△△ △△△ ○△△ ○○△ △○△ △△△ △○○ △△○ ○△△ △○○

8. 連続する瀬と淵 △△○ ○○○ ○○△ ○○○ ○○○ ○○△ ○○△ ○○○ △△△ △△△ ○○○ △△△ △△○ ○○○ ○○－ －－△ △△○ ○○△ ○○－ ○○△ ○○△ ○○△ ○○△ ○○△ ○○△ ○○○ ○○△ －－△ △△○ △△○ ○○○ △△○ ○○○ ○○△ △△△ △△○ ○○○ ○○○ ○○△ △△○

9. ワンド･たまり －－△ －－○ －△○ －－△ －○○ －－－ －○○ －○△ －△○ －△△ －△△ －－△ －△△ －－△ △△○ －○－ △○－ △○○ －△○ －－△ －△○ －△○ －△－ －－△ －○△ ○－△ －－△ －△－ －○△ －△△ －－○ －○○ －－－ －○△ －○○ －△△ ○○○ －○○ △－－ △○△

10. 湛水域 －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －×△ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －△△ －－－ －△－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ ××× △×× －－－ －－－ －－－ －－－ －－－

11. 干潟 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

12. ヨシ原 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
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さ
の
評

※生物場の多様性の評価値、生物と

の関わりの強さの評価値のグラフ

■：保全区間

■：代表区間

※生物の生息場を構成する12項目の

環境要素の表中の凡例について

○：基準年の中央値以上

△：基準年の中央値以下

×：基準年の中央値以上

（環境要素4と10のみ）

－：なし（数値が0）

■：改善傾向

■：悪化傾向

十島堰 福士川 塩之沢堰

経年的に安定している区間 相対的に変動の大きい区間

河川環境の評価 河道環境の変化傾向 【富士川中流部 ２/２】

◼ 富士川中流部のうち、早川合流部から雁堤上流にかけては、急峻な山地の間を蛇行しながら流れ、網目状に自然裸地（砂礫地）が発達し瀬淵が連続する区間で
ある。自然裸地は、本区間の上流端である早川合流点～塩之沢堰付近や、福士川合流点～十島堰付近で特に連続的に分布しており、後者の位置する24km～
25km が代表区間として選定されている。十島堰より下流では経年的に自然裸地の規模が小さい。

◼ 生息場の多様性の経年変化をみると、福士川合流点より下流の7km～25km では比較的変化が小さいものの、H28 以降、「河辺性の樹林・河畔林」や「ワンド・た
まり」が点在するようになり、やや評価値が上がっている。 25kmより上流では評価値の経年変化が激しく、特に「自然裸地」はH18 では早川合流点～塩之沢堰付
近の40km～47km のみに偏って分布していたものが、H28 には23km～47km の広範囲に連続して分布するようになっており、出水時に早川を中心とした支川か
ら本川への土砂の流出の影響がうかがえた。

富士川水系

アユコアジサシイカルチドリ代表区間-24km～25km代表区間-24km～25km

２）現況評価（富士川中流部 2/2）
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◼ 富士川下流部は、広大な川幅を有し低水路部の多列砂州、砂礫地、海浜性砂丘、干潟をはじめとした自然裸地が特徴的な区間である。特に0km～3km で自然裸地が経
年的に広範囲に分布しており、このうち良好な視点場を有する1km～2km が代表区間として選定されている上流に行くにつれて川幅が狭くなるため、相対的に生息場の多
様性の評価値が低くなっている。 4km～5kmには四ヶ郷堰が位置し湛水域が存在する。また、 4km～6kmは伝統的治水施設である雁堤が配置され保全区間に選定されて
いる。

◼ 生息場の多様性の経年変化をみると、 0km～3kmでは比較的変化が小さく、 3km～7km は「水際の自然度」や「水際の複雑さ」といった点から短期間で評価値が上下して
おり、砂州の移動や礫河原への植生の侵入・出水による消失といった生息場の変化が頻繁に起きていることがうかがえる。 3km～4km より上流では外来植物が侵入・拡
大し、礫河原を覆う箇所がみられる。

河川環境の評価 河道環境の変化傾向 【富士川下流部】 富士川水系
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1. 低・中茎草地 △△○ △－△ △－○ －○－ －－－ －○○ －－○

2. 河辺性の樹林･河畔林 △○○ ○△△ △○－ －○○ ○○－ －－－ △－△

3. 自然裸地 ○○○ ○○○ ○○○ △△△ △△△ ○△△ △○△

4. 外来植物生育地 ××× ××× ××× △△× △×× ××× △△×

5. 水生植物帯 ○○○ △－－ ○－△ ○－○ ○－－ －－－ －－－

6. 水際の自然度 ○△○ △△△ ○○△ △○△ △△△ △○○ ○○○

7. 水際の複雑さ △○△ △○△ △△○ △○○ △○○ △○△ △○△

8. 連続する瀬と淵 ○○○ △△○ －－○ ○○△ △△○ ○○△ －－△

9. ワンド･たまり ○○○ －○△ ○○○ △△△ －○△ △○△ △－△

10. 湛水域 －－－ －－－ －×× －－－ －×× －－－ －－－

11. 干潟 －－－ － － － － － －

12. ヨシ原 －－－ － － － － － －
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※生物場の多様性の評価値、生物と

の関わりの強さの評価値のグラフ

■：保全区間

■：代表区間

※生物の生息場を構成する12項目の

環境要素の表中の凡例について

○：基準年の中央値以上

△：基準年の中央値以下

×：基準年の中央値以上

（環境要素4と10のみ）

－：なし（数値が0）

■：改善傾向

■：悪化傾向

自然裸地が拡大

２）現況評価（富士川下流部）
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河川環境の評価 河道環境の変化傾向 【笛吹川上流部、笛吹川下流部】

◼ 笛吹川上流部は、河川規模は小さいながら笛吹川下流部と比較して蛇行が大きく瀬淵が明瞭である。また、アユ、ウグイ、カワヨシノボリ等の魚類
が瀬や淵を産卵場及び生息場としているほか、支川合流部などの流れの緩やかな箇所ではコイ・フナ類、ミナミメダカなどの魚類が生息している。
鳥類ではコアジサシ、シギ・チドリ類、ガン・カモ類等が礫河原を集団越冬地や繁殖地として利用しており、植物では水際から河原にかけてオギ、ツ
ルヨシ、ヤナギ類等が繁茂しているほか、玉石護岸にはツメレンゲがみられる。

◼ 一部に人工護岸はあるものの、形成された砂州により水際は複雑になり、樹林やヨシ等の湿地をはじめ多様な環境が形成されている。

◼ 経年的な変化では特に代表区間の20km～21km、保全区間の24km～26km では、H18→H28→R3 と生息場の多様性の評価値が低くなっている。

富士川水系
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1. 低・中茎草地 －△○ －△△ －○○ －○○ －－○ －－○ －－△ －－△ －－△ －△△ －○△ －△△ －△○ －○○ －○△ －○○

2. 河辺性の樹林･河畔林 ○○△ △○○ ○○△ ○○○ ○○△ ○△△ △△△ ○○○ ○△△ ○△○ ○○○ ○○○ ○△△ △△○ △△○ △△△

3. 自然裸地 ○－○ △○○ △△○ △○○ △△△ △○△ △○△ △○○ ○○○ ○○△ ○△△ ○△△ ○△△ △△△ ○△○ △○○

4. 外来植物生育地 △△△ △△△ △△△ △△△ △×× ××× ××× ××× △△△ △×× △×× △×× △×△ ×△△ △△× △△△

5. 水生植物帯 ○△○ ○－○ ○－○ ○－－ ○－○ △○△ ○○－ △－－ △－－ －－－ ○－○ △－－ －○△ ○△－ ○－－ ○△－

6. 水際の自然度 △○○ ○○△ ○○○ ○○△ ○○○ ○○○ △△△ △△○ ○○○ ○○○ △△○ △△○ △△○ △△○ △○○ ○○△

7. 水際の複雑さ ○△△ ○○△ ○△○ ○△○ ○△△ △○△ ○○△ ○○△ △△○ △△○ ○○○ ○△○ △○○ ○○△ ○△○ ○○△

8. 連続する瀬と淵 －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ △△○ ○○○

9. ワンド･たまり －－△ －△○ －△△ －－○ △－△ －○○ －○△ －－－ －－○ －－－ －－－ △－△ －○○ －△○ －－△ －○－

10. 湛水域 －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－

11. 干潟 － － － － － － － － － － － － － － － －

12. ヨシ原 － － － － － － － － － － － － － － － －
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※生物場の多様性の評価値、生物と

の関わりの強さの評価値のグラフ

■：保全区間

■：代表区間

※生物の生息場を構成する12項目の

環境要素の表中の凡例について

○：基準年の中央値以上

△：基準年の中央値以下

×：基準年の中央値以上

（環境要素4と10のみ）

－：なし（数値が0）

■：改善傾向

■：悪化傾向
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1. 低・中茎草地 ○○○ ○－○ △△△ ○○○ ○○△ －－○ △－○ －△－ －－△ －－△ －－△ －－－ －－－

2. 河辺性の樹林･河畔林 ○○○ ○○○ ○△△ ○○△ ○○△ ○△○ ○○○ ○－△ ○△○ ○△△ ○○○ ○△△ ○－－

3. 自然裸地 ○○○ ○△△ ○△○ △○○ ○△○ △○○ ○○△ ○○△ ○○△ ○△－ ○○△ △△－ △△－

4. 外来植物生育地 △×△ △△× ××× ××× △△× ××× △△△ △×△ △×△ △△△ △△× △×× △△△

5. 水生植物帯 △○○ △△△ －○○ ○○○ ○○－ －－△ －－－ △－－ ○－－ ○－－ ○△－ △△－ △－－

6. 水際の自然度 △○○ ○○○ △△○ ○○○ ○○○ ○○○ △○○ △○△ △○○ △○○ △○○ △△○ ○○△

7. 水際の複雑さ ○△○ △○△ ○△△ ○○○ ○○○ ○△○ ○△○ ○○○ ○○△ △○△ △○△ ○△△ ○△△

8. 連続する瀬と淵 △△△ △△△ △△△ △△○ ○○○ ○○○ ○○△ △△○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○△ ○○－

9. ワンド･たまり △△－ ○－○ △－○ －△○ ○○△ ○－○ －－－ －－△ △○△ －－－ －－△ －－－ －○－

10. 湛水域 －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－

11. 干潟 － － － － － － － － － － － － －

12. ヨシ原 － － － － － － － － － － － － －
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値※生物場の多様性の評価値、生物と

の関わりの強さの評価値のグラフ

■：保全区間

■：代表区間

※生物の生息場を構成する12項目の

環境要素の表中の凡例について

○：基準年の中央値以上

△：基準年の中央値以下

×：基準年の中央値以上

（環境要素4と10のみ）

－：なし（数値が0）

■：改善傾向

■：悪化傾向

２）現況評価（笛吹川上流部、笛吹川下流部）
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生態系ネットワークに着目した河川環境の保全・整備

○ 富士川の縦断的ネットワークについて、各調査地区における魚類の確認種数と横断工作物の位置を整理した。

○ 回遊魚が確認されており、魚道の整備により縦断的ネットワークが確保されている。

富士川水系

調査地区と横断工作物の位置

 
出典：関東地方整備局(2021). 富士川水系河川整備計画点検について. 令和 3年 12月 9日 

各調査地区の魚類の確認種数（2024年）

▼ 四ヶ郷堰

▼塩之沢堰

▼十島堰

魚道の写真

確認された
調査地区

生息確認範囲
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（笛吹川） （笛吹川）
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★

★

距離標 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85

河川区分

大セグメント区分

生息場の多様性の評価値 1 5 2 4 3 5 4 3 3 2 2 1 0 4 4 2 6 1 1 4 2
生物との関わりの強さの評価値 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0

代表区間の選定結果 ★

保全区間の選定結果 ★

富士川上流部（釜無川）
セグメント2-1 セグメント1

河川環境区分と代表区間 【富士川上流部（釜無川） 】 富士川水系

○ 富士川上流部（釜無川）の代表区間は、79km～80kmであり、連続する瀬・淵や自然裸地の評価値が高いこと、また良好な視点場があることから選
定した。

○ 保全区間は、77km～78kmであり、歴史文化的に価値の高い治水目的の構造物である信玄堤を保全対象とした。

河川環境区分：富士川上流部（釜無川）（65km～86km）

信玄堤

★：代表区間
★：保全区間

 ：信玄堤



18

★

距離標 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64

河川区分

大セグメント区分

生息場の多様性の評価値 3 2 4 4 3 5 3 3 1 2 2 5 4 1 2 3 4 4
生物との関わりの強さの評価値 2 1 1 2 1 1 1 2 1 1 2 2 1 0 0 0 2 1

代表区間の選定結果 ★

保全区間の選定結果

セグメント2-1

富士川中流部

河川環境区分と代表区間 【富士川中流部 １/２】 富士川水系

★：代表区間
★：保全区間

○ 富士川中流部のうち、富士川橋から早川合流部にかけての区間における代表区間は49km～50kmであり、連続する瀬・淵や自然裸地の評価値が
高いことから選定した。

河川環境区分：富士川中流部（47km～65km）
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★

河川環境区分と代表区間 【富士川中流部 ２/２】

○ 富士川中流部のうち、早川合流部から雁堤上流にかけての区間における代表区間は24km～25kmであり、区間を代表する環境（自然裸地、水際の
自然度、連続する瀬淵、ワンド・たまり）が良好で、区間の代表性が高く、地点を見渡せる視点場があることから代表区間に選定した。

富士川水系

河川環境区分：富士川中流部（7km～47km）

★：代表区間
★：保全区間

距離標 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46

河川区分

大セグメント区分

生息場の多様性の評価値 3 4 2 2 3 1 4 2 2 1 4 2 3 4 4 1 2 5 4 1 2 4 3 1 2 3 2 2 2 2 5 4 2 0 3 3 5 7 2 3
生物との関わりの強さの評価値 1 3 0 1 1 0 2 1 0 0 3 0 1 1 2 0 3 2 0 0 0 0 2 0 2 3 2 2 1 1 3 3 1 2 2 3 3 3 2 3

代表区間の選定結果 ★

保全区間の選定結果

富士川中流部
セグメント1



20

河川環境区分と代表区間 【富士川下流部】

○ 富士川下流部の代表区間は、1km～2kmであり、コアジサシの生息場となる自然裸地の評価値が高いこと、また良好な視点場があることから選定し
た。

○ 保全区間は、0km～1kmは、低水路部は多列砂州を形成し、砂礫地やハマゴウ等の植物が生育する海浜性砂丘、干潟や湿地などの多様な環境が
見られ、これらの自然環境を保全対象とした。また、4km～6kmは、歴史文化的に価値の高い治水目的の構造物である雁堤を保全対象とした。

富士川水系

河川環境区分：富士川下流部（0km～7km）

★：代表区間
★：保全区間

 ：雁堤

雁堤

距離標 0 1 2 3 4 5 6

河川区分

大セグメント区分

生息場の多様性の評価値 6 1 3 2 0 1 1
生物との関わりの強さの評価値 2 2 2 0 1 0 0

代表区間の選定結果 ★

保全区間の選定結果 ★ ★ ★

富士川下流部
セグメント1

★★

★ ★
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★
★★

河川環境区分と代表区間 【笛吹川上流部 】

○ 笛吹川上流部の代表区間は、20km～21kmであり、連続する瀬・淵のの評価値が高いことから選定した。

○ 保全区間は、24km～26kmは、歴史文化的に価値の高い治水施設である万力林を保全対象とした。

富士川水系

河川環境区分：笛吹川上流部（16km～29km）

★：代表区間
★：保全区間

 ：万力林

万力林

距離標 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

河川区分 笛吹川上流部
大セグメント区分 セグメント1
生息場の多様性の評価値 6 3 3 6 3 6 4 2 3 2 2 0 0
生物との関わりの強さの評価値 1 1 2 3 2 3 0 1 1 1 1 0 0

代表区間の選定結果 ★

保全区間の選定結果 ★ ★
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★

河川環境区分と代表区間 【笛吹川下流部 】 富士川水系

★：代表区間
★：保全区間

○ 笛吹川下流部の代表区間は、12km～13kmであり、ワンド・たまりの評価値が高いこと、また良好な視点場があることから選定した。

河川環境区分：笛吹川下流部（0km～16km）

距離標 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

河川区分

大セグメント区分 セグメント2-2

生息場の多様性の評価値 4 4 5 5 2 2 -1 2 4 2 3 2 4 4 4 3
生物との関わりの強さの評価値 1 2 1 2 0 1 0 1 2 0 0 0 1 1 2 2

代表区間の選定結果 ★

保全区間の選定結果

セグメント2-1

笛吹川下流部
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・河川環境基図： H18年度、H28年度、R3年度の調査結果を対象とした

・魚類： H31年度までの調査結果を対象とした

・鳥類： R4年度までの調査結果を対象とした

・植物： H29年度までの調査結果を対象とした

・底生動物： R2年度までの調査結果を対象とした

・陸上昆虫類： H30年度までの調査結果を対象とした

・両生類・爬虫類・哺乳類： H25年度までの調査結果を対象とした

①絶滅危惧種 ②法的保護種 ③消失種
④潜在的
消失種

⑤減少種 ⑥注目種

RDB、
RL掲載種

天然記念物
等

20年以上
未確認

10～15年
未確認

大幅な
個体数減少

象徴的な種
河川基本方針

記載種
保全対象種群

等

【検討に用いたデータ】

■優先種設定：生息範囲の拡大、個体数の増加が求められる種の抽出根拠

優先種・指標種の設定

○ 生息範囲の拡大、個体数の増加が求められる種を「優先種」として設定した。

○ 優先種のうち、環境定量目標を定めた生息・生育の状態変化を指標する種を「指標種」として設定した。

富士川水系

優先種
の設定

⚫ 確認種リストの整理
⚫ 確認状況（個体数）変化の整理
⚫ 生息範囲の拡大、個体数の増

加が求められる種の抽出

生息範囲の拡大、個体数の
増加が求められる種を「優先種」
として設定

指標種
の設定

⚫ 優先種が求める環境条件の整
理

⚫ 保全・創出対象とする環境に依
存する種の抽出

優先種のうち、環境定量目標
を定めた生息・生育場の状態変
化を評価する指標として適した
種を「指標種」として設定

■優先種・指標種の設定フロー
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河
川
区
分

セ
グメ
ン
ト

特徴的な
環境要素

優先種
番
号

選定理由

①絶滅危惧種、②法的保護種、③消失種

④潜在的消失種、⑤減少種、⑥注目種

富
士
川
上
流
部
（（釜
無
川
）

1
、
2-

1

礫河原

カワラニガナ

①

④

⑥

• 絶滅危惧種（環境省NT、山梨県VU）であり、近年、確認
されていない種である。また、河川水辺の国勢調査
（H29）のアドバイザー指摘種である。

カワラヨモギ
⑤

⑥

• 基本方針に記載のある種であり、富士川の特徴である
礫河原に生育する種であることから選定した。

草地環境

コマツナギ
⑤

⑥

• 基本方針に記載のある種であり、草地に生育し、昆虫
類（ミヤマシジミ）の食草として利用される本種を選定し
た。

ミヤマシジミ

①

④

⑥

• 基本方針に記載のある種であり、草地に生息・繁殖す
る種であることから選定した。

オギ群落

カヤネズミ ①
• 絶滅危惧種（山梨県N）であり、ヨシ原・オギ原に生息・

繁殖する種であることから選定した。

オオヨシキリ ⑥
• 夏鳥として渡来し、ヨシ原・オギ原に生息・繁殖する種で

あることから選定した。

連続する
瀬・淵

オイカワ ⑥
• 注目種の純淡性魚類であり、連続する瀬と淵を利用す

る種である。

ウグイ ⑥
• 基本方針に記載のある種で、連続する瀬淵を利用する

種であることから選定した。

アユ ⑥
• 基本方針に記載のある種で、水産有用種の回遊性魚

類であり、連続する瀬淵を利用する種であるが、放流
の影響を受ける。

カワヨシノボリ
①

⑥

• 注目・重要種の純淡水魚類であり、連続する瀬淵を利
用する種である。

代表的な優先種・指標種の設定 【富士川上流部（釜無川）】 富士川水系

：指標種
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代表的な優先種・指標種の設定 【富士川中流部】 富士川水系

：指標種

河
川
区
分

セ
グメ
ン
ト

特徴的な
環境要素

優先種
番
号

選定理由

①絶滅危惧種、②法的保護種、③消失種④

潜在的消失種、⑤減少種、⑥注目種

富
士
川
中
流
部

1
、
2-

1

礫河原

イカルチドリ
①

⑥

• 基本方針に記載のある種かつ絶滅危惧種
（静岡県NT）であり、富士川の特徴である礫
河原を繁殖場として利用する種であることか
ら選定した。

コアジサシ

①

③

⑥

• 絶滅危惧種（環境省VU、山梨県VU、静岡県
NT）であり、富士川で個体数が顕著に減少
傾向にある本種を選定した。また、富士川の
特徴である礫河原を繁殖場として利用する
種であることから選定した。

礫河原の
植生域

カワラヨモギ
⑤
⑥

• 富士川の特徴である礫河原に生育する種で
あることから選定した。

カワラハハコ ⑥
• 富士川の特徴である礫河原に生育する種で

あることから選定した。

オギ群落

カヤネズミ
①
⑥

• 絶滅危惧種（山梨県N）であり、ヨシ原・オギ
原に生息・繁殖する種であることから選定し
た。

オオヨシキリ
⑤
⑥

• 夏鳥として渡来し、ヨシ原・オギ原に生息・繁
殖する種であることから選定した。

崖地 カワセミ
⑤
⑥

• 基本方針に記載のある種であり、水辺を利
用する種であることから選定した。

河
川
区
分

セ
グメ
ン
ト

特徴的な
環境要素

優先種
番
号

選定理由

①絶滅危惧種、②法的保護種、③消失種

④潜在的消失種、⑤減少種、⑥注目種

富
士
川
中
流
部

1
、
2-

1

連続する
瀬・淵

オイカワ ⑥
• 注目種の純淡性魚類であり、連続する瀬と

淵を利用する種である。

ウグイ ⑥
• 基本方針に記載のある種で、連続する瀬淵

を利用する種である。

アユ ⑥
• 基本方針に記載のある種で、水産有用種の

回遊性魚類であり、連続する瀬淵を利用す
る種であるが、放流の影響を受ける。

カジカ
①

⑥

• 絶滅危惧種（環境省NT、山梨県N、静岡県
CR）であり、礫河原・瀬環境を指標する種で
あることから選定した。

カワヨシノボリ

①

⑤

⑥

• 注目・減少・重要種の純淡水魚類であり、連
続する瀬淵を利用する種である。



26

代表的な優先種・指標種の設定 【富士川下流部】 富士川水系

：指標種

河
川
区
分

セ
グメ
ン
ト

特徴的な
環境要素

優先種
番
号

選定理由

①絶滅危惧種、②法的保護種、③消失種

④潜在的消失種、⑤減少種、⑥注目種

富
士
川
下
流
部

1

海浜性
砂丘環境

ハマアカザ
①

③

• 絶滅危惧種（静岡県N-Ⅰ）であり、近年、確認されてい
ない種である。

ハマゴウ
⑤

⑥

• 基本方針に記載のある種であり、河川水辺の国勢調査
（H29）のアドバイザー指摘種である本種を選定した。

礫河原

イカルチドリ
①
⑥

• 絶滅危惧種（静岡県NT）であり、富士川の特徴である
礫河原を繁殖場として利用する種であることから選定し
た。

コアジサシ
①
④
⑥

• 基本方針に記載のある種かつ絶滅危惧種（環境省VU、
静岡県NT）であり、富士川で個体数が顕著に減少傾向
にある本種を選定した。また、富士川の特徴である礫
河原を繁殖場として利用する種であることから選定した。

連続する
瀬・淵

オイカワ ⑥
• 注目種の純淡性魚類であり、連続する瀬淵を利用する

種である。

アユ
⑤
⑥

• 水産有用種の回遊性魚類であり、連続した瀬淵を利用
する種であるが、放流の影響を受ける。

ウグイ ⑥
• 注目種の純淡・回遊性魚類であり、連続する瀬淵を利

用する種である。

カマキリ
①

⑤

• 絶滅危惧種（環境省VU）であり、連続した瀬淵を利用す
る回遊性魚類であることから選定した。
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河
川
区
分

セ
グメ
ン
ト

特徴的な
環境要素

優先種
番
号

選定理由

①絶滅危惧種、②法的保護種、③消失種

④潜在的消失種、⑤減少種、⑥注目種

笛
吹
川
下
流
部

2-

1
、
2-

2

礫河原 イカルチドリ
⑤

⑥

• 基本方針に記載のある種であり、富士川の
特徴である砂礫地を繁殖場として利用する
種であることから選定した。

ワンド・
たまり

ミナミメダカ
①
⑥

• 基本方針に記載のある種かつ絶滅危惧種
（環境省VU、）であり、ワンド・たまりを利用
する種であることから選定した。

ガン・カモ類 ⑥
• 基本方針に記載のある種であり、ワンドたま

りを利用種であることから選定した。

ヨシ群落
オギ群落

オオヨシキリ ⑥
• 夏鳥として渡来し、ヨシ原に生息・繁殖する

種であることから選定した。

河
川
区
分

セ
グメ
ン
ト

特徴的な
環境要素

優先種
番
号

選定理由

①絶滅危惧種、②法的保護種、③消失種

④潜在的消失種、⑤減少種、⑥注目種

笛
吹
川
上
流
部

1

礫河原 イカルチドリ
⑤

⑥

• 基本方針に記載のある種であり、富士川の
特徴である砂礫地を繁殖場として利用する
種であることから選定した。

水際環境 ミゾコウジュ
①
⑥

• 基本方針に記載のある種であり、水際環境
に生育し、絶滅危惧種（環境省NT、山梨県
DD）である本種を選定した。

ツルヨシ
群落

カヤネズミ
①
⑥

• 絶滅危惧種（山梨県N）であり、ヨシ原・オギ
原に生息・繁殖する種であることから選定し
た。

オオヨシキリ ⑥
• 夏鳥として渡来し、ヨシ原に生息・繁殖する

種であることから選定した。

連続する
瀬・淵

オイカワ ⑥
• 注目種の純淡性魚類であり、連続する瀬と

淵を利用する種である。

カワヨシノボリ ⑥
• 基本方針に記載のある種であり、礫河原・

瀬環境を指標する種であることから選定した。

代表的な優先種・指標種の設定 【笛吹川上流部、笛吹川下流部】 富士川水系

：指標種
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河川
区分

セグ
メント

特徴的な
環境要素

現況の評価 指標種
特徴的な
環境要素

保全/
創出

環境保全・創出メニュー

富士川
上流部
（釜無
川）

1、
2-1

礫河原 概ね維持されている (植物)カワラヨモギ(自然裸地)⑤⑥

礫河原 保全

• 現状でも良好な礫河原
環境が形成されている

• 現状の礫河原面積は
確保しつつ、整備にお
いて同環境の面積を
維持できるよう改修時
に留意し、保全

草地環境 概ね維持されている （植物）コマツナギ（草地）⑤⑥

オギ群落 やや減少傾向
(哺乳類)カヤネズミ(オギ群落)①
(鳥)オオヨシキリ(オギ群落)⑥

連続する
瀬・淵

維持されている
(魚)オイカワ(瀬・淵)⑥
(魚)ウグイ(瀬・淵)⑥

外来植物

在来植物への影響
が懸念される
対策箇所では抑制
されている。

• 外来植物面積が増大
しない様、整備する

保全・創出メニューの設定 【富士川上流部（釜無川）】 富士川水系
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河川
区分

セグ
メント

特徴的な
環境要素

現況の評価 指標種
特徴的な
環境要素

保全/
創出

環境保全・創出メニュー

富士川
中流部

1、
2-1

礫河原 概ね維持されている
(鳥)イカルチドリ(自然裸地)①⑥
(鳥)コアジサシ(自然裸地)①③⑥

礫河原

保全

• 現状でも良好な礫河
原環境が形成されて
いる

• 現状の礫河原面積は
確保しつつ、整備にお
いて同環境の面積を
維持できるよう改修時
に留意し、保全

礫河原の
植生域

変動はあるが
概ね維持されている

(植物)カワラヨモギ(自然裸地)⑤⑥
(植物)カワラハハコ(自然裸地)⑥

オギ群落
変動はあるが概ね
維持されている

(哺乳類)カヤネズミ(オギ群落)①⑥
(鳥)オオヨシキリ(オギ群落)⑤⑥

連続する
瀬・淵

維持されている
(魚)オイカワ(瀬・淵)⑥
(魚)ウグイ(瀬・淵)⑥
(魚)カジカ(礫河床・瀬)①⑥

崖地 概ね維持されている (鳥)カワセミ（崖地）⑤⑥ 崖地

外来植物
在来植物への影響
が懸念される

• 外来植物面積が増大
し ない様、整備する

保全・創出メニューの設定 【富士川中流部】 富士川水系
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河川
区分

セグ
メント

特徴的な
環境要素

現況の評価 指標種
特徴的な
環境要素

保全/
創出

環境保全・創出メニュー

富士川
下流部

1

海浜性
砂丘環境

砂浜は年変動が
大きいが概ね
維持されている

(植物)ハマゴウ(自然裸地)⑥

砂礫河原
保全

～
創出

• 現状でも良好な砂礫
河原環境、砂浜環境
が形成されている

• 現状の砂礫河原面積、
砂浜面積は確保しつ
つ、整備において同
環境の面積が増大す
ることを目指す

礫河原
砂礫河原は概ね
維持されている

(鳥)イカルチドリ(自然裸地)①⑥
(鳥)コアジサシ(自然裸地)①④⑥

連続する
瀬・淵

維持されている
(魚)オイカワ(瀬・淵)⑥
(魚)ウグイ(瀬・淵)⑥
(魚)カマキリ(瀬)①⑤

外来植物
在来植物への影響
が懸念される

• 外来植物面積が増大
し ない様、整備する

保全・創出メニューの設定 【富士川下流部】 富士川水系
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河川
区分

セグ
メント

特徴的な
環境要素

現況の評価 指標種
特徴的な
環境要素

保全/
創出

環境保全・創出メニュー

笛吹川
上流部

1

礫河原 概ね維持されている (鳥)イカルチドリ(自然裸地)⑤⑥

礫河原 保全

• 現状でも良好な礫河
原環境が形成されて
いる

• 現状の水域＋礫河原
＋低中茎草木面積は
確保しつつ、整備にお
いて同環境の面積を
維持できるよう改修時
に留意し、保全

水際環境 概ね維持されている （植物）ミゾコウジュ（草地）①⑥

ツルヨシ群
落

概ね維持されている
(哺乳類)カヤネズミ(オギ群落)①⑥
(鳥)オオヨシキリ(オギ群落)⑥

連続する
瀬・淵

維持されている
(魚)オイカワ(瀬・淵)⑥
(魚)カワヨシノボリ(礫河床)⑥

外来植物

在来植物への影響
が懸念される
増加傾向がみられ
る

• 外来植物面積が増大
しない様、整備する

笛吹川
下流部

2-1、
2-2

ワンド・
たまり

維持されている
(魚)ミナミメダカ(ワンド・たまり)①⑥
(鳥)ガン・カモ類(ワンド・たまり)⑥

ワンド・
たまり

保全

• 現状の水域＋砂礫河
原面積は確保しつつ、
整備において同環境
の面積を維持できるよ
う改修時に留意し、保
全

礫河原 減少傾向にある (鳥)イカルチドリ(自然裸地)⑤⑥ 砂礫河原

ヨシ群落・
オギ群落

概ね維持されている (鳥)オオヨシキリ(オギ群落)⑥ 湿性植物

外来植物

在来植物への影響
が懸念される
増加傾向がみられ
る

• 外来植物面積が増大
しない様、整備する

保全・創出メニューの設定 【笛吹川上流部、笛吹川下流部】 富士川水系
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